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三 池 炭 鉱 ・ 万 田 坑
1 0 8 年 の あ ゆ み

Special Close up 1

三
池

炭
鉱
の
発
見
は
、

１
４
６
９

（
文
明

元
）
年
に
さ
か
の
ぼ
る
と
の
伝

承
が
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
柳

川
藩
家
老
の
小
野
氏
が
１
７
２
１

（
享
保
６
）
年
か
ら
採
掘
を
開
始

し
、
主
に
瀬
戸
内
地
方
の
製
塩

用
燃
料
と
し
て
販
売
さ
れ
た
記

録
が
残
っ
て
い
る
。

　

三
池
炭
鉱
は
、
明
治
初
期
に

明
治
政
府
が
直
轄
す
る
炭
鉱
に

な
り
、
そ
れ
以
後
、
近
代
的
な

手
法
を
導
入
す
る
こ
と
で
大
規

模
に
開
発
さ
れ
、
わ
が
国
最
大

の
炭
鉱
へ
と
飛
躍

・
発
展
し
て
い

く
。
ま
た
、
１
８
８
４

（
明
治

１
７
）
年
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工

科
大
学
で
当
時
最
新
の
鉱
山
技

術
を
修
得
し
て
き
た
團
琢
磨
が

三
池
の
地
に
赴
任
し
て
き
た
こ
と

は
、
そ
の
後
の
三
池
炭
鉱
の
発
展

に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

に
な
る
。

　

官
営

（
国
営
）
時
代
に
開
か

れ
た
主
な
坑
口
に
は
、
大
浦
坑
、

七
浦
坑
、
宮
浦
坑

（
以
上
、
大

牟
田
市
）
が
あ
り
、
官
営
期
に

掘
り
始
め
ら
れ
、
１
８
８
９

（
明

治
22
）
年
に
三
井
に
払
い
下
げ

ら
れ
た
後
に
引
き
継
が
れ
た
も
の

に
勝
立
坑
（
大
牟
田
市
）
が
あ
る
。

　

宮
原
坑

（
大
牟
田
市
）
、
万
田

坑

（
荒
尾
市
）
は
、
勝
立
坑
に

次
い
で
三
井
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

主
力
坑
で
、
そ
れ
ぞ
れ
明
治
後

期
か
ら
大
正
期
、
大
正
期
か
ら

昭
和
前
期
に
活
躍
し
て
い
た
。
万

田
坑
以
降
に
開
か
れ
た
主
力
坑

と
し
て
は
四
山
坑
、
三
川
坑
、

有
明
坑
が
あ
る
。
わ
が
国
の
復

興
に
大
き
な
役
目
を
果
た
し
た

も
の
の
、
労
働
争
議
や
爆
発
事

故
を
経
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
後
に

は
そ
の
経
営
は
苦
境
に
立
た
さ

れ
、
外
国
炭
と
の
価
格
差
の
た
め

経
営
は
厳
し
さ
を
増
す
一
方
と

な
っ
た
。

　

三
井
三
池
炭
鉱
は
平
成
９
年
３

月
閉
山
し
、
三
井
経
営
108
年
、

官
営
時
か
ら
は
124
年
と
い
う
近

代
炭
鉱
と
し
て
の
長
い
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
た
。

4
月25日、 およそ 1年半にも及ぶ修理と周辺整備を終え、 万田坑がついに一般公開される。

「九州 ・ 山口の産業遺産群」 の一構成資産としてユネスコの世界遺産一覧表掲載を目指す万

田坑だが、 地元に暮らすわたしたちは万田坑について、 他市の人にどれだけ語れるだろうか。

産業遺産である万田坑。 そこには世界遺産候補となるべき、 深い歴史がある。

知っていることも知らないことも、 まだたくさん眠っている荒削りの宝。 それが万田坑だ。

短期間で先進国の仲間入りを果たした日本が歩んだ近代化への歴史の一面を語る、

光も闇も併せ持つ万田坑と三池炭鉱。

今はまさに、 この歴史を世界共有の歴史として伝えていく千載一遇の機会だ。

石炭とともに歩んだこの 「わがまち荒尾」 を知り、 日本の近代化を学ぶ道しるべ、 万田坑。

この世界遺産登録への動きをきっかけに、 より身近に感じ、 荒尾をもっと伝えたい――

「荒尾の宝」 万田坑と三池炭鉱の歴史を、 ここに少しだけ紐解いてみる。
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一
、　

三

池

炭

鉱

の

歴

史

　　現在の万田坑　坑内トロッコ軌条
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明
治

大
正

荒
尾

市
と
大
牟
田
市
に

ま
た
が
る
万
田
坑

は
、
当
初
官
営
で
あ
っ
た
三
池
炭

鉱
が
、
１
８
８
９

（
明
治
22
）
年
に

民
営
と
し
て
操
業
開
始
し
た
後
に
、

宮
原
坑
に
次
い
で
開
発
さ
れ
た
炭

鉱
で
あ
る
。
宮
原
坑
の
南
約
1.5
キ

ロ
の
位
置
に
開
か
れ
た
万
田
坑
は
、

当
時
わ
が
国
の
炭
鉱
の
模
範
と
す

る
べ
く
、
三
井
の
総
力
を
挙
げ
て

整
備
さ
れ
た
坑
口
だ
。

　

１
８
９
７

（
明
治
30
）
年
に
第
一

竪
坑
の
開
削
着
手
後
、１
８
９
９
（明

治
32
）
年
に

「
総
鉄
骨
造
」
の
櫓

が
完
成
し
、
１
９
０
２

（
明
治
35
）

年
に
採
炭
を
開
始
し
た
。
現
存
す

る
第
二
竪
坑
は
、
１
８
９
８

（
明
治

31
）
年
に
開
削
着
手
後
、
１
９
０
８

（明
治
41
）
年
に
完
成
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
炭
鉱
の
櫓
は
、
木
材

を
主
に
用
い
て
建
設
さ
れ
、
鋼
材

は
接
合
部
分
な
ど
の
補
強
の
た
め

部
分
的
に
使
用
さ
れ
る
の
が
一
般

的
だ
っ
た
。
万
田
坑
は
、
三
井
三

池
炭
鉱
で
の
鉄
骨
櫓
構
造
物
と
し

て
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
当
時
の
鉄
骨
は
、
政
府
や

財
閥
が
関
与
し
た
事
業
に
使
用
さ

れ
る
よ
う
な
高
価
な
材
料
で
あ
り
、

当
時
の
万
田
坑
建
設
の
重
要
性
が

み
て
と
れ
る
。　

そ
の
他
、
１
９
０
８

（
明
治
41
）
年
に
三
池
港

（
大
牟

田
市
）
が
完
成
し
、
炭
鉱
と
そ
れ

を
結
ぶ
専
用
鉄
道
が
開
通
す
る
な

ど
、
三
池
炭
鉱
全
体
の
イ
ン
フ
ラ
の

　

二
、　

万

田

坑

の

歴

史 

　

①

大
正

期
は
、
万
田
坑
で
の

石
炭
の
生
産
が
非
常

に
活
発
化
し
た
時
期
で
あ
り
、
多

く
の
施
設
が
増
設
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
当
初
施
設
で
使
用
し

て
い
た
主
要
な
機
械
類
は
、
ほ
と

ん
ど
が
西
洋
か
ら
の
輸
入
製
品
だ
っ

た
が
、
大
正
期
に
な
る
と
、
三
井

三
池
製
作
所
な
ど
で
優
秀
な
国
産

の
機
械
が
製
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
排
気
を
利
用
し
た
万
田
発
電

所
を
新
設
す
る
な
ど
、
蒸
気
汽
罐

が
だ
ん
だ
ん
と
電
気
動
力
に
変
更
さ

れ
始
め
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

短
か
っ
た
大
正
時
代
だ
が
、
三
池

炭
鉱
に
と
っ
て
は
最
盛
期
に
あ
た

り
、
そ
の
繁
栄
の
た
め
の
多
く
の
技

術
的
変
革
が
行
わ
れ
た
時
期
で
も

あ
っ
た
。

　

現
存
す
る
万
田
坑
の
ほ
か
、
か
つ

て
荒
尾
市
に
あ
っ
た
も
う
一
つ
の
炭

鉱

「
四
山
鉱
」
が
開
削
と
操
業
を

開
始
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

四
山
鉱
は
、
万
田
坑
や
宮
浦
坑

内
で
の
通
気
不
良
や
温
度
の
上
昇

な
ど
、
労
働
環
境
の
悪
化
を
改
善

す
る
た
め
、
そ
し
て
将
来
の
三
池

炭
鉱
を
維
持
す
る
炭
鉱
と
し
て
計

画
さ
れ
た
海
底
下
で
の
石
炭
採
掘

を
目
的
と
し
た
施
設
だ
っ
た
。
第

一
竪
坑
と
第
二
竪
坑
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
、
そ
れ

ま
で
の
蒸
気
力
か
ら
、
初
め
て
電

力
を
動
力
と
し
た
当
時
の
国
内
最

大
級
の
巻
揚
機
が
備
え
ら
れ
て
い

た
。
特
に
第
一
竪
坑
櫓
の
46
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
高
さ
は
東
洋
一
を

誇
り
、
昭
和
初
期
の
出
炭
量
は
年

間
40
万
ト
ン
を
超
え
、
三
池
炭
鉱

の
主
力
坑
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

万

田

坑

の

歴

史

 

　

②

整
備
も
急
速
に
行
わ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
万
田
坑
は
、
近
代
化

の
勃
興
期
の
日
本
に
あ
っ
て
、
最
新

技
術
の
導
入
と
莫
大
な
資
本
を
積

極
的
に
投
入
さ
れ
て
、
当
時
の
ア

ジ
ア
地
域
を
代
表
す
る
炭
鉱
と
な

っ
て
い
っ
た
。

四
山
坑
と
桜　

（撮
影
時
期
不
明　

撮
影

・
提
供:

長
南
久
太
氏
）

　　明治31年頃　建設中
の万田坑第一竪坑櫓　※

　　大正 12年頃　坑内厩舎　※

▲

▲

▲
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昭
和
以
降

　

万

田

坑

の

歴

史
　

　

③

昭
和

期
に
入
る
と
、
三
池

炭
鉱
の
出
炭
量
は
ピ

ー
ク
を
迎
え
、
太
平
洋
戦
争
の
さ

な
か
の
１
９
４
４

（
昭
和
19
）
年
に

は
年
間
400
万
ト
ン
を
超
え
た
。

　

１
９
４
５

（
昭
和
20
）
年
の
終
戦

後
、
敗
戦
に
よ
る
混
乱
に
よ
っ
て
出

炭
量
が
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
が
、

そ
の
後
１
９
５
０

（
昭
和
25
）
年
の

朝
鮮
戦
争
開
始
に
よ
っ
て
、
石
炭

の
需
要
が
増
加
し
た
。

　

１
９
５
１

（
昭
和
26
）
年
、
万
田

坑
は
採
炭
効
率
が
低
下
し
た
た
め

に
採
炭
を
終
了
し
、
坑
内
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
施
設
と
な
っ
た
。

１
９
５
４

（
昭
和
29
）
年
に
第
一

竪
坑
櫓
が
解
体
さ
れ
る
な
ど
、
諸

施
設
の
解
体
が
進
ん
だ
が
、
第
二

竪
坑
は
揚
水
や
坑
内
管
理
の
た
め
、

機
能
が
維
持
さ
れ
た
。

　

１
９
５
５

（
昭
和
30
）
年
頃
か
ら

日
本
は
高
度
経
済
成
長
を
迎
え
、

敗
戦
か
ら
の
復
活
を
遂
げ
た
が
、
同

時
に
国
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
転

換
が
行
わ
れ
、
石
油
が
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
と
な
り
、
徐
々
に
出
炭
量
は

減
少
し
て
い
っ
た
。
三
池
争
議
と
い

う
大
規
模
な
労
働
争
議
が
繰
り
広

げ
ら
れ
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
世
相
の
中
、
外
国
産

の
石
炭
と
の
価
格
差
が
広
が
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
国
内
の
炭
鉱
経
営
は

厳
し
さ
を
増
し
た
。

　

そ
し
て
、
１
９
９
７
（
平
成
９
）
年
、

三
井
三
池
炭
鉱
は
閉
山
し
、
明
治

の
官
営
期
か
ら
124
年
間
続
い
た
近

代
炭
鉱
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

そして未来　 世
界
遺
産
登
録
へ　

　 万 田 坑 の 歴 史  　 ④

万
田
坑
は
、
現
在
三
池
炭
鉱

に
現
存
す
る
、
明
治

・
大

正
期
に
お
け
る
最
大
級
の
施
設
で
、

第
二
竪
坑
櫓

（
や
ぐ
ら
）
や
巻
揚

機
室
を
は
じ
め
、
倉
庫
及
び
ポ
ン

プ
室
、
安
全
燈
室
及
び
浴
室
、
事

務
所
、
山
ノ
神
祭
祀
施
設
な
ど
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
我

が
国
の
近
代
化
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
三
池
炭
鉱
の
、
当

時
の
優
れ
た
技
術
を
伝
え
て
い
る

た
め
、
１
９
９
８

（
平
成
10
）
年
５

月
１
日
、
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
。

　

ま
た
第
一
竪
坑
跡
、
汽
罐
場
跡
、

坑
内
ト
ロ
ッ
コ
軌
条
、
職
場
、
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
ど
が
残
存
し
、
炭
鉱

の
採
炭
、
選
炭
、
運
炭
の
シ
ス
テ
ム

が
分
か
る
た
め
、
炭
鉱
施
設
と
し

て
は
わ
が
国
で
は
唯
一
、
２
０
０
０

（
平
成
12
）
年
１
月
19
日
、
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
大
牟
田
市
の
宮
原
坑
な

ど
と
も
に
九
州
、
山
口
の
６
県
10
市

で
構
成
す
る

「
九
州
・
山
口
の
近

代
化
産
業
遺
産
群
」
の
構
成
資
産

と
し
て
、
２
０
０
９

（
平
成
21
）
年

１
月
５
日
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
暫

定
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ
、
世
界
遺
産

の
本
登
録
を
目
指
し
て 

い
る
。

　

「
世
界
の
宝
」
と
な
る
べ
く
万
田

坑
が
走
り
出
す
の
が
、
こ
の
４
月
。

あ
な
た
が
未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
の

目
撃
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

�

　　昭和 7年頃　万田坑全景　※

　　昭和 20 年～ 30 年前半頃　採掘中止以降の万田坑全景
（写真提供 : 三井鉱山株式会社 （現 日本コークス工業株式会社））

　　現在の万田坑　まもなく一般公開

▲

▲

※は 「三井鉱業所沿革史」 から抜粋した写真 （提供 : 三井文庫）


